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登録リスト（該当：10件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 安楽寺の文化財]	安楽寺の文化財	安楽寺の文化財について、3つ紹介する。
　一枚目の写真は重要文化財の「安楽寺前開山樵谷惟仙和尚像」。樵谷惟仙（しょうこくいせん）は安楽寺の初代住職。二枚目の写真は重要文化財の「安楽寺前二世幼牛恵仁和尚像」。幼牛恵仁（ようぎゅうえにん）は安楽寺の二代目住職。これらのような禅宗の僧の彫刻像のことを「頂相（ちんそう）」という。
　三枚目の写真は上田市指定文化財の「輪蔵」。このなかには「黄檗版一切経」というお経が納められている。この輪蔵を回転すれば、文字を読めない人もお経を読める人と同じ功徳が与えられるといわれている。

参考文献：
上田市塩田地区学校職員会、上田市塩田文化財研究所編，『信州の鎌倉塩田平とその周辺』信毎書籍出版センター発行，昭和六〇年一二月二五日初版発行，p.66-69
曹洞宗安	2024-02-02
	2	[image: 常楽寺の''石造多宝塔と石造多層塔'']	常楽寺の''石造多宝塔と石造多層塔''	常楽寺の石造多宝塔について。写真の場所は、昔大きな火柱と一緒に観音が現れた場所と言い伝えられている。
　多宝塔というのは一枚目の写真のような塔のこと。多宝塔には木造のものと石造の物がある。常楽寺の物は石造の多宝塔で、重要文化財に指定されている。
　多宝塔のほかにも多層塔もあり、二枚目の写真が多層塔。六〇年前の大正一三年に、別所温泉北向観音堂の近くの裏山の地下で発見された。その後どこかに行ってしまったが、滋賀県で発見。別所に返してもらった。

参考文献：上田市塩田地区学校職員会、上田市塩田文化財研究所編，『信州の鎌倉塩田平とその周辺』信毎書籍出版センター発行，昭和六〇年一二月二五日初版発行，p.56-58	2024-02-01
	3	[image: 北向観音の''絵馬'']	北向観音の''絵馬''	北向観音堂に奉納されている絵馬はとても興味深い。馬の絵や、鬼退治の絵、善光寺地震などが描かれた絵馬がある。絵馬の由来は、神は馬に乗った姿で現れるとするため昔は本物の馬を奉納していたそう。しかし次第に木や紙、馬の像で代用するようになっていった。鎌倉時代以後には、絵馬の図柄は馬だけではなく多様なものが描かれるようになっていった。
一枚目の写真は板絵鬼女紅葉退治の絵馬。平安時代、信州戸隠山に住み悪事を働いた鬼を退治したとされる伝説。鬼女征伐の命令を受けた平維茂は、北向観音の加護によって退治することができたといわれている。
二枚目の写真は善光寺大地震の絵馬。一八四七年に御開帳でにぎわう善光寺を突然大地震が襲い、多くの人が亡くなった。絵馬の中央にいる市之助という人は、一五人の一行と旅を	2024-02-01
	4	[image: 下之郷]	下之郷	上田市の塩田地区に属する。
産川支流の尾根川が形成する扇状地の扇端部にあたる。生島足島神社横の十字路を中心に形成された塊村で、格子状の道路網を骨格として形成された交通の要地である。
天文22年（1553年）武田信玄が生島足島神社に下した安堵状に「下之郷上下社」とあるもので、上本郷（現・本郷）に相対する地名と考えられている。
駅から徒歩ですぐのところに生島足島神社があるため、観光に訪れる際には別所線がとても便利だと感じた。駅の待合室の外観も神社に似た赤と白が基調となっていて、駅に着いた時点から神社の雰囲気を人々に感じさせるという工夫がなされているのではないかと考えた。	2024-01-29
	5	[image: 蚕都上田マップ２【上小地域】]	蚕都上田マップ２【上小地域】	「上小(じょうしょう)」は上田小県の略称です。当初の上田市はエリアが小さく「蚕都上田」は「上田小県」を意味していました。「塩尻地区」「塩田地区」「旧丸子町」などが該当します。
	蚕都上田マップ２【上小地域】を見る




小県(ちいさがた)は蚕都上田を支える後背地域であった。千曲川沿岸では養蚕とともに蚕種製造業が発達した。丸子町は岡谷、須坂と並ぶ製糸都市に成長した。
（マップ解説文から編集）

基図『小県郡及上田市地図』(信濃教育会小県上田部会, 1930年)
制作　蚕都上田プロジェクトマップ部会
発行日　2010年3月31日	2023-10-05
	6	[image: 団体の規則（『西塩田時報』第74号(1930年1月1日)1頁）]	団体の規則（『西塩田時報』第74号(1930年1月1日)1頁）	塩田地区の団体の規則を見ることができます。その当時にあったもので、とても興味深い内容になっています。
▼この記事は以下から参照できます。
『西塩田時報』第74号(1930年1月1日)1頁	2021-12-15
	7	[image: 『西塩田時報』Vol.2(戦後編1946～1956年)]	『西塩田時報』Vol.2(戦後編1946～1956年)	
『西塩田時報Vol.2』(戦後編1946～1956年)
398頁／容量 252MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
目次からは分割したPDFをダウンロードしていただけます。
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＜目次＞
　西塩田村青年団報(1946)第1号～第5号[LINK] 11MB
　西塩田時報(1947～1948)第1号～第20号[LINK] 23MB
　西塩田時報/公報(1948～1950)第21号～第40号(公報34号～)	2020-11-30
	8	[image: 『西塩田時報』Vol.1(戦前編1923～1943年)]	『西塩田時報』Vol.1(戦前編1923～1943年)	
『西塩田時報Vol.1』(戦前編1923～1943年)
918頁／容量 371MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
目次からは分割したPDFをダウンロードしていただけます。
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＜目次＞
　縮刷版・巻頭頁[LINK] 7MB
　西塩田時報(1923～)第1号～第20号[LINK] 41MB
　西塩田時報(1925～)第21号～第40号[LINK]	2020-11-23
	9	[image: 下之郷駅]	下之郷駅	上田電鉄別所線の有人駅。

2020年5月時点台風の影響で電車が通っているのは城下駅～別所温泉駅までですが（上田駅城下駅間はバスで中継しています）、ちょうど中間地点に存在する駅です。
有人駅は上田駅と別所温泉駅と当駅のみですので、各種運賃券の購入の際には知っておくと便利です。

駅を背にして右側には生島足島神社があります。駅ホームも神社を思わせるデザインの外装となっているんだとよく車内から見てはいましたが、駅に赴いてはじめて気付きました。	2020-05-25
	10	[image: 信州塩田のこだわりみそ]	信州塩田のこだわりみそ	塩田には「こうじいらず」という「在来種」が昔からあって、これで味噌を手作りしているグループが活躍しています。「中塩田地区営農活性化推進組合」の一つの班の皆さんで、塩田産の「こうじいらず」と天日塩と長野県産の米から使った麹だけを使い、「信州塩田のこだわり味噌」という名前の味噌を作っています。
地元とはまた違うおいしいみそのため、選ばせてもらいました。	2020-05-25
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